
教育・保育提供区域の設定について 
 

教育・保育提供区域の設定について、1区域または 3区域（成東・山武・蓮沼＋松尾）とした場

合、次のような長所・短所があります。 

 

 
教育・保育提供区域の設定（案） 

１区域 ３区域 

概 要 市域全域を１区域とする 
１成東、２山武、３蓮沼・松尾

の３圏域とする 

視

点

１ 

利用者にとってわかり

やすく合理性のある区

域設定であるか 

◎市内全域とする１区域はわか

りやすい 

◎これまでの合併の経緯や施策

展開との連続性の観点からも

整合性がある 

◎旧町単位に近いためなじみや

すい 

（但し、区域設定を認識してい

なくても利用者にとっては何

ら不都合は生じない） 

視

点

２ 

利用者にとって利便性

が高い区域設定である

か 

▼従来どおりに市内全体をひと

つの区域とする観点から施

設・事業が整備されるため、

区域設定効果としての利便性

向上は見込まれない 

○比較的狭い区域内に、当該区

域内の需要に見合った施設・

事業が整備されるため、利便

性が高まる 

視

点

３ 

区域を超えた施設・事業

の利用に対して柔軟に

対応できる区域設定で

あるか 

◎利用者は従来どおりに区域を

超えての利用を選択するケー

スが少なくないことが見込ま

れることなどから、利用実態

に合った計画としやすい 

▼区域を超えた施設・事業の利

用がある程度発生することが

想定されるなど、利用実態と

合致しない部分がでてくるか

もしれない。 

視

点

４ 

一過性の需要に対して

柔軟に対応できる区域

設定であるか 

◎一過性の需要（一時的なニー

ズの増大など）に対して、市

内全体を受け皿として調整す

るなど、柔軟な対応が可能 

▼区域内での一過性の需要に対

して、隣接区域で供給余剰が

あった場合でも、当該区域内

において供給体制を整備する

必要があるなどの不合理が生

じやすい 

視

点

５ 

事業者が参入しやすい

区域設定であるか 

◎参入事業の運営・経営の観点

から、市内全域（の需要）を

マーケットとして捉えること

ができるため、事業者が参入

しやすい、地域子ども子育て

支援事業については市全体で

とらえた方が提供体制を考え

やすい。 

▼事業者にとっては比較的狭い

区域がマーケットとなるた

め、安定した需要確保などの

面から、参入のインセンティ

ブが低くなる恐れがある、地

域子ども子育て支援事業につ

いては、区域ごとの提供体制

を確保する必要がでてくる。 

◎長所  ▼短所 


